
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （－  5）32,341

総　数 （－64）95,450 人

男 （－53）47,223 人

女 （－11）48,227 人

世帯

H21.9.30現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　朝宮小学校で行われた本物の舞台芸術体験では、オペ
ラの名曲の数々が披露されました。今までほとんど聴く
機会のなかったオペラですが、人間ここまで大きな声が
出るものなのか、と思うくらいの圧倒的な迫力でした。

　また、この日は童謡のメドレーもありました。久しぶりにじっくり
と聴いた赤とんぼ、子どものころ知らないうちに何となく覚えていた
歌ですが、こんなに心に染みるいい歌だったとは知りませんでした。
　童謡は流行の歌のような凝ったつくりではありませんが、分かりや
すく歌いやすいという魅力があります。季節の風物を多く取り入れ、
日本独自の文化や時代背景の中で生まれた哀愁度満点の歌詞、旋律は
他にはないものです。
　深まり行く秋、心あたたまる童謡をじっくり聴く、というのも秋の
楽しみ方の一つです。ち
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

▲東海道土山宿を歩く盲導犬使用者の皆さん（関連記事は10ページ）
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依存財源
145億3,106万円

44.1％
国や県の基準により交付、

割り当てされる収入

歳入決算額 歳出決算額
20年度 １9年度 20年度 １9年度

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 83億6,719万円 80億5,783万円 79億6,585万円 79億2,690万円

老 人 保 健 医 療 8億2,838万円 76億2,131万円 8億2,808万円 76億2,131万円

後期高齢者医療 12億5,806万円 ー 12億4,502万円 ー

介 護 保 険 43億4,240万円 41億1,398万円 42億8,704万円 40億7,440万円

公共下水道事業 44億9,770万円 64億2,026万円 44億4,245万円 62億4,484万円

農業集落排水事業 14億8,156万円 9億7,660万円 14億7,710万円 9億6,307万円

土 地 取 得 事 業 4億4,729万円 1,720万円 4億4,483万円 1,618万円

野洲川基幹水利
施 設 管 理 事 業 1,506万円 1,620万円 1,504万円 1,617万円

鉄 道 経 営 安 定
対 策 基 金 2,209万円 733万円 2,209万円 733万円

鉄道施設整備基金 3,153万円 4,133万円 3,153万円 4,133万円
国 民 健 康
保 険 診 療 所 5億1,547万円 2,287万円 5億590万円 2,282万円

浄化槽管理事業 2億2,294万円 ー 2億2,189万円 ー

小　計 220億2,967万円 272億9,491万円 214億8,682万円 269億3,435万円

企
業
会
計

病 院 事 業 8億9,010万円 19億9,922万円 10億743万円 18億1,367万円

水 道 事 業 40億3,459万円 39億4,382万円 45億6,661万円 46億2,259万円

小　計 49億2,469万円 59億4,304万円 55億7,404万円 64億3,626万円
合　　　計 269億5,436万円 332億3,795万円 270億6,086万円 333億7,061万円

※企業会計の決算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。

　

平
成
20
年
度
の
甲
賀
市
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
、各
年
度
で
翌
年
度
以
降
の
財
政
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
の
事
業
展
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、一
般
会
計
を
中
心
に
昨
年
度
の
各
会
計
決
算
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

平成
20年度

市が特定の事業を行うための会計特別
会計

市税
143億3,063万円
43.4％

地方譲与税等
22億6,367万円
6.9％

その他
41億2,160万円
12.5％

地方交付税
56億2,652万円
17.1％

国庫支出金
20億6,035万円
6.2％

県支出金
21億4,268万円
6.5％

市債
24億3,784万円
7.4％

13万853円 （1世帯あたり  38万7,427円）
※�市税（法人市民税などを除く）の収入を3月31日現在の人口で計算

（分担金・負担金、使用料・手数料、寄付金など）

市民1人あたりの
市税負担額

自主財源
184億5,223万円

55.9％
市が自主的に収入する

ことができる財源

歳入決算額
329億8,329万円

2009.11.1 �
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基
金

市
債

特定目的・特別会計基金 減債基金 財政調整基金 市債

888億9,003万円

801億3,351万円

843億40万円 864億3,977万円
881億8,931万円

65億51万円 47億550万円 50億984万円 49億3,089万円 46億7,330万円

市の基本となる会計

　

道
路
や
学
校
、下
水
道
な
ど
の
施
設
整

備
は
、一
時
的
に
多
く
の
費
用
が
い
り
ま

す
が
、何
十
年
と
使
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。こ
の
た
め
、今
そ
の
費
用
を
す
べ
て

負
担
す
る
の
で
は
な
く
、将
来
に
わ
た
っ

て
負
担
す
る
た
め
に
市
債
を
借
り
入
れ
施

設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
年
度
の
財
源
を
調
整
す
る
た

め
の「
財
政
調
整
基
金
」や
将
来
の
大
き
な

支
出
の
た
め
に
積
み
立
て
る「
特
定
目
的

基
金
」に
よ
り
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

※
市
債
残
高
は
、特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
含
む

全
会
計
の
合
算
で
す
。

※
基
金
残
高
は
、全
会
計
の
合
算
か
ら
、「
住
み
よ

さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」を
除

い
て
い
ま
す
。こ
の
基
金
は
、合
併
し
た
市
町

村
振
興
の
た
め
合
併
特
例
債
と
い
う
特
別
な

借
金
を
し
て
積
立
を
し
て
い
ま
す
。

一般
会計

市
債
と
基
金

総務費…………………自治振興や交通、企画・立案や内部管理に	 50,582円
民生費…………………高齢者や子ども、障害者の福祉に	 86,260円
衛生費…………………健康で衛生的な生活環境の推進に	 39,925円
農林水産業費…………農業や林業の振興に	 14,458円
土木費…………………道路や公園などの公共施設の整備に	 30,472円
教育費…………………学校教育の充実、文化・スポーツの振興に	 39,391円
公債費…………………市が借りたお金の返済に	 53,487円
その他…………………商業の振興、議会の運営経費など	 22,478円

※市民1人あたりの各支出を、3月31日現在の人口で計算総額 33万7,053円

民生費
82億6,440万円
25.6％

農林水産業費
13億8,522万円
4.3％

土木費
29億1,944万円
9.0％

教育費
37億7,395万円
11.7％

公債費
51億2,446万円
15.9％

その他
21億5,364万円
6.7％

総務費
48億4,612万円
15.0％

衛生費
38億2,514万円
11.8％

減らせない経費が多くあります。ローンを減らし、
貯金を少しでも多くするようやりくりしています。

貯金をおろしたり、銀行からの
借り入れで賄っています。

年間の収支が500万円の家計に置き換えてみると
預金の取り崩し
 （基金繰入金） 7万円

支出 収入

前年度からの繰越金 8万円

給料（市税）
217万円

親からの援助
（国・県からの
補助金）
184万円

家賃・祝金など
（負担金・使用料
ほか） 47万円

銀行などから
の借金（市債）
37万円

預金（積立金） 18万円

光熱水費など
（物件費）
82万円

食費（人件費）
101万円

住宅ローンの返済
（公債費）
79万円

知人・親戚への援
助、自治会費など
の交際費（補助費・
出資・貸付）
76万円

子どもへの仕
送り（繰出金）
59万円

医療費や教育費
（扶助費） 46万円

家の増改築（普通建設費・
維持補修） 39万円

（議会費、労働費、消防費、
災害復旧費など）

歳出決算額
322億9,237万円

市民1人あたりに
支出したお金

市債および基金残高の推移	 （単位：億円）

2009.11.1�
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区
・
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
の
た
め
、自
治
ハ
ウ
ス
建
築
・
改
修

や
事
務
備
品
、設
備
等
の
整
備
に
必

要
な
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

●�
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ィ
活
動
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援

事
業	

5
3
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住
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、市
民
活
動
保
険
へ
の

加
入
や
市
民
活
動
補
助
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
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祉
医
療
給
付
事
業

	

6
億
7
2
7
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小
中
学
生
の
入
院
医
療
費
を
8
月

診
療
分
か
ら
無
料
化
し
ま
し
た
。

●
敬
老
会
事
業
補
助

	

2
，0
6
7
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1
6
4
件
の
開
催
経
費
の
助
成
を

行
い
ま
し
た
。

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	

2
，9
2
9
万
円

　

相
談
指
導
、講
演
会
な
ど
地
域
単
位

で
の
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

	

4
，9
3
6
万
円

　

働
く
親
の
支
援
と
し
て
15
ク
ラ
ブ

に
指
定
管
理
委
託
し
、児
童
の
健
全

な
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

●�

母
子
保
健
事
業

	

3
，5
6
9
万
円

　

乳
幼
児
・
妊
婦
健
診
・
不
妊
治
療
助

成
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
シ
ス

テ
ム
構
築
業
務	

3
9
9
万
円

　

災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
の
名

簿
を
管
理
し
、地
域
で
の
避
難
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
構
築
を

行
い
ま
し
た
。

●�

ゴ
ミ
収
集
事
業

	

9
億
4
0
9
万
円

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
分
別

収
集
と
処
分
の
ほ
か
、ご
み
辞
典
を

作
成
し
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、信
楽
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別

に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
ま
し

た
。

●�

河
川
愛
護
事
業
補
助	

7
1
6
万
円

　

1
2
4
の
区
・
自
治
会
で
地
域
を

流
れ
る
河
川
の
草
刈
や
ご
み
拾
い
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〜「 人  自 然  輝 き つ づ け る   あ い 甲 賀 」の 実 現 へ 〜
　

甲
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、市
総
合
計
画
の
具
現
化
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
も
同
計
画
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
向
け
て
各
種
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。昨
年
度
決
算
の
中
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
た
主
な
事
業
を
各
目
標
ご

と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
繰
越
事
業
含
む
）

協
働
の
目
標

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、

ま
ち
の
成
長
力
を
高
め
る

目
標
1

生
活
の
安
心
感
を
み
ん
な
で

育
て
る

目
標
2

自
然
を
大
切
に
し
、暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
な
ぐ

▲河川愛護事業での清掃活動 ▲ごみの減量化のため行う分別収集

▲子育てをサポートする子育て支援事業

▲地域で行われるふれあいサロン

地 域 の よ さ を 生 か  し た 事 業 を 展 開

2009.11.1 �



●
や
ま
の
こ
事
業	

6
4
5
万
円

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、体

験
型
学
習
を
通
し
て
森
林
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
ま
し
た
。

●
新
名
神
高
速
道
路
環
境
監
視
事
業

	

1
，1
9
3
万
円

　

環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
地

域
で
大
気
監
視
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

●�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
中
継
局

整
備
事
業
補
助	
6
1
9
万
円

　

甲
賀
大
原
局
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

●
公
立
甲
賀
病
院
移
転
整
備
事
業

	

2
，1
6
6
万
円

　

ア
ク
セ
ス
道
と
な
る
国
道
一
号
に

平
面
交
差
点
を
設
置
す
る
用
地
を
取

得
し
、交
差
点
設
置
設
計
が
完
了
し
ま

し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

	

2
億
4
，0
1
9
万
円

●
市
道
新
設
改
良
工
事

	

3
億
1
，9
3
9
万
円

　

生
活
道
路
を
中
心
に
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園
整
備
事
業

	

4
億
6
，2
6
6
万
円

●�
綾
野
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模

改
造
事
業	

1
億
3
，6
4
7
万
円

●
工
業
開
発
推
進
事
業

	

2
，6
0
3
万
円

　

財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
、市
内

工
業
団
地
に
優
良
企
業
の
早
期
立

地
・
操
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

	

5
，3
0
7
万
円

　

集
落
環
境
の
保
全
事
業
の
実
施
と

環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の
作
付
け
を

推
進
し
ま
し
た
。

〜「 人  自 然  輝 き つ づ け る   あ い 甲 賀 」の 実 現 へ 〜

●
鳥
獣
害
対
策
・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

	

1
，9
1
3
万
円

　

鳥
獣
害
指
導
員
を
配
置
し
て
、サ

ル
・
シ
カ
等
か
ら
の
被
害
の
軽
減
や

駆
除
に
努
め
ま
し
た
。

●
経
済
振
興
特
区
推
進
事
業

	

7
7
8
万
円

　

海
外
販
路
拡
大
事
業
な
ど
に
よ
り

信
楽
焼
を
世
界
に
発
信
し
ま
し
た
。

●
こ
ど
も
の
安
心
・
安
全
向
上
事
業

	

4
6
1
万
円

　

小
学
校
に
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

●
教
育
相
談
・
適
応
指
導
事
業

	

1
，7
7
9
万
円

　

心
に
不
安
を
も
つ
子
ど
も
・
保
護

者
の
相
談
を
受
け
、臨
床
心
理
士
な

ど
が
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

●�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業	
1
，2
0
0
万
円

　

不
登
校
・
学
校
不
適
応
児
童
生

徒
が
多
い
小
中
学
校
へ
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し

て
、小
中
連
携
し
不
適
応
解
消
に
努

め
ま
し
た
。

●�

土
山
室
内
運
動
場
改
修
事
業

	

5
，3
4
6
万
円

　

体
育
館
が
屋
根
付
の
人
工
芝
運
動

場
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

●�

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
業
務

	

1
，0
9
9
万
円

　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
統
一
。共

通
カ
ー
ド
で
市
内
図
書
館
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●�

希
望
ヶ
丘
小
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業	

2
，2
7
0
万
円

目
標
3

安
全
で
快
適
な
生
活
の
基
盤
を

整
え
、ま
ち
の
活
力
を
高
め
る

目
標
4

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

元
気
な
産
業
を
伸
ば
す

目
標
5

た
く
ま
し
い
心
身
と
郷
土
へ

の
誇
り
も
つ
人
を
育
て
る

▲新病院完成予想図

▲工事が進むスポーツの森陸上競技場

▲地域で取り組みが進む保全事業

▲リニューアルした土山室内運動場▲新システムで便利になった図書館

地 域 の よ さ を 生 か  し た 事 業 を 展 開

財政課　財政係  ☎ 65-0676   63-4561問い合わせ2009.11.1�



　

第
5
回
甲
賀
市
議
会
定

例
会
が
8
月
24
日
か
ら
9

月
18
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。審
議
・
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

委
員
の
推
薦（
敬
称
略
）

◦�

人
権
擁
護
委
員

　

伊い
む
ろ室　

信の
ぶ
こ子

　

平
成
20
年
度
決
算

◦�

2
〜
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

平
成
21
年
度
補
正
予
算

◦�

甲
賀
市
一
般
会
計
補
正

予
算�

（
第
3
号
）

◦�

甲
賀
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

�

他
9
件

◦�

甲
賀
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算�

（
第
1
号
）

　

条
例
の
制
定

◦�

甲
賀
市
多
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例

◦�
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◦�

甲
賀
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
開
発
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◦�

甲
賀
市
林
業
振
興
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　平成20年度一般会計、12の各特別会計および基金運用状
況、病院事業会計ならびに水道事業会計について決算審査
を実施しました結果、計数、関係帳簿等を確認し、いずれも
適正であると認めました。
　平成20年度は、経済環境が激変し世界的な金融危機によ
る景気低迷が続く中、地方公共団体においても景気後退の
影響を受け、自主財源の根幹である税収入の減による厳し
い行財政運営が迫られています。加えて、各会計における
収入未済額が、22億円余となっており、憂慮すべき実態と
なっています。この対策として、平成20年度に新たに、滞納
債権対策課を設置され、未収金発生の防止策及び早期回収
の努力がされていますが、引き続き負担公平の原則からも、
悪質と判断される滞納者に対しては毅然とした姿勢で対応
される等、滞納額回収の取り組みを一層強化されるよう要
請したところです。
　一方、平成20年度は予算編成において、従来からの査定方
式から枠配分方式に転換され、各部局、行財政改革の観点か
らも所管業務の抜本的な見直しをされ、より効果的な施策の
取り組みとなるよう予算編成がされました。また、予算執行
においても厳しい財政状況の認識に立ち、経費節減の努力
をされ、結果、経常収支比率が前年度より0.9%改善されたこ
とは一定の評価をするものです。今後においても、益々行財
政運営の厳しさが増す状況下にあって、健全財政堅持のため
にも、市制施行5か年を経過する市として、「改革するもの」、
「守っていくもの」をタイミングとスピード感を持って見極
めながら、地方自治法の規定に沿い「事務を処理するに当
たっては住民の福祉の増進に努めるとともに最小の経費で

最大の効果を挙げる」不断の実践に大いに期待します。
　次に、病院事業会計決算では、当年度純損失約5千万円余り
で、当年度未処理欠損金は約4億7千万円となっています。特
に、年度当初から12月までの期間に常勤医師1名の減員によ
り、医業収益の大幅な減少となりました。医師の確保が一段
と厳しい状況下にあって、地域自治体病院の使命である地域
医療の確保と、拠点施設の維持のため、病院改革プランを早
期に樹立され、全般的な業務改善が必要と考えます。
　次に、水道事業会計決算では、合併以降、初めて当年度純
利益約1億2千万円余りとなり、当年度未処理欠損金は約8
億5千万円余りとなりました。今後におきましても、水道事
業経営の不断の改善に尽力され、経営基盤の強化に努めら
れるよう望むものです。また、水道料金の未納についても、
負担の公平性の観点から引き続き、滞納者の状況等を的確
に把握され、未収金の確実な管理と徹底した収納対策に努
められるよう望むものです。
　最後に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律によ
る甲賀市の健全化判断比率に関しては、実質赤字比率と連
結実質赤字比率は、総務省が示す早期健全化基準と比較し
ますとこれを下回っており、良好な状況であると言えます。
また、実質公債費比率、将来負担比率ともに早期健全化基準
と比較すると下回っていますが、実質公債費比率について、
地方債協議・許可制移行基準の18.0%を上回っていること
から、財政硬直化の深刻な状況に至らないよう、今後の慎重
な対応を望むところであります。

監査委員事務局　☎ 65-0656　  63-4577
問い合わせ

決算審査報告 相
あ い か わ

川　良
よ し か ず

和
山
や ま か わ

川　宏
ひ ろ は る

治
監 査 委 員

平成21年

第
5
回 

甲
賀
市
議
会
定
例
会

2009.11.1 �



　市では、保護者が仕事や病気などにより昼間家庭で保育
できない児童に対し、健全な育成を図るため、放課後の集団
生活の場「児童クラブ」（学童保育）を設置しています。
　平成22年度の申し込みを下記のとおり行いますので、平
成22年度途中から利用予定の方も、引き続き利用される方
も、この期間に申し込みをしてください。

●利用対象者　小学校1〜3年生（定員に余裕があれば6年生
　　　　　　まで利用可能のクラブもあります。）
●利用時間　平　日 : 放課後〜18時
　　　　　　土曜日 : �8時〜18時（各地域（町）単位で5人

以上あれば開所）
　　　　　　夏休み・春休み・冬休み : 8時〜18時
●利用料金　平日10,000円/月
　　　　　　（土曜日、夏休み等は利用料金が加算されます。）
●申込先　　通学している学校区のクラブ

※申し込み、お問い合わせは平日の15時〜18時にお願いします。（わくわくキッズは10時〜17時30分）

児童クラブ名 所　在 学校区 定員（概ね） 申し込み期間 電話番号
水口児童クラブ 水口町八坂 水口 40名 平成22年1月7日（木）〜9日（土）

時間　9:30〜18:30
　　　9:30〜12:30（土曜日）
※入所希望者説明会
　12月3日（木） 20:00〜
　水口社会福祉センター
　（申請用紙当日渡し）

NPO法人
わくわくキッズ
☎63-4655
（水口町八坂）

綾野児童クラブ 水口町八坂 綾野 35名
貴生川児童クラブ 水口町三大寺 貴生川 40名
貴生川第2児童クラブ 水口町三大寺 貴生川 30名
伴谷児童クラブ 水口町伴中山 伴谷 40名
伴谷東児童クラブ 水口町山 伴谷東 40名
柏木児童クラブ 水口町北脇 柏木 20名
土山かしきや児童クラブ 土山町北土山 土山 15名

11月2日（月）〜13日（金）

☎66-0872
大野児童クラブ 土山町大野 大野 20名 ☎67-0302
甲賀町児童クラブ 甲賀町上野 甲賀町全域 25名 ☎88-2384
甲南そまっこ児童クラブ 甲南町深川 第一 60名 ☎86-7798
甲南わくわく児童クラブ 甲南町希望ヶ丘 希望ヶ丘 60名 ☎86-4024
甲南なかよし児童クラブ 甲南町杉谷 中部・第二・第三 20名 ☎86-1577
小原つばさ児童クラブ 信楽町柞原 小原 15名 ☎82-4511
雲井くもっこ児童クラブ 信楽町牧 雲井 20名 ☎83-0717
信楽児童クラブ 信楽町江田 信楽 30名 ☎82-2010

　　　　　　  社会福祉課　児童家庭支援担当　☎ 65-0705　  65-4058問い合わせ

平成22年度  児童クラブ利用申込受付

児童クラブの指導員を募集しています。お手伝いいただける方は、社会福祉課までご連絡ください。

※詳しくは、各クラブへお問い合わせください。
　�入所については、入所基準に該当し保育の必要性の
高い方から決定します。

　
『
甲
賀
市
史
』全
8
巻
の
う
ち
2

回
目
の
配
本
と
な
る
第
六
巻「
民

俗
・
建
築
・
石
造
文
化
財
」が
12
月

に
い
よ
い
よ
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　

第
六
巻
は
3
部
構
成
で
、民
俗

は
オ
コ
ナ
イ
や
祭
礼
を
は
じ
め

と
し
た
祈
り
や
、自
然
と
の
共
生

の
な
か
で
育
ま
れ
た
暮
ら
し
を
、

建
築
は
油
日
神
社
を
は
じ
め
と

し
た
貴
重
な
建
物
を
時
代
別
・
分

野
別
に
、そ
し
て「
宝
庫
」と
い
う

に
ふ
さ
わ
し
い
質
と
量
を
誇
る

石
造
文
化
財
は
そ
の
優
品
約
50

点
を
、そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。私
た
ち
の
身
近
な
行
事
や

建
物
が
甲
賀
の
歴
史
文
化
の
奥

深
さ
と
豊
か
さ
を
語
り
ま
す
。

　

11
月
13
日（
金
）ま
で
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、定

価
3
，5
0
0
円（
税
込
）の
と
こ

ろ
、3
，4
0
0
円（
同
）に
て
販

売
し
ま
す
。

　

な
お
、紫
香
楽
宮
や
東
海
道
、

甲
賀
の
杣
な
ど
古
代
日
本
史
を

彩
る
甲
賀
の
歴
史
を
紹
介
し
た

第
一
巻「
古
代
の
甲
賀
」も
、下
記

販
売
所
で
好
評
発
売
中
で
す
。こ

の
機
会
に
あ
わ
せ
て
お
手
元
に

お
備
え
く
だ
さ
い
。

●
市
史
販
売
所

〈
水
口
〉T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん

ぽ
う
ど
ー
・
ハ
タ
ヤ
書
店
・
山
川

書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民

俗
資
料
館〈
土
山
〉ウ
エ
ノ
・
新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

案
内
所
・
道
の
駅
あ
い
の
土
山
・

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館〈
甲
賀
〉

か
ふ
か
生
涯
学
習
館〈
甲
南
〉

W
I
N
G
甲
南
店
・
甲
南
庁
舎
3

階
市
史
編
さ
ん
室〈
信
楽
〉大
宝

堂
谷
川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館

甲
賀
市
史
第
六
巻

「
民
俗
・
建
築
・
石
造
文
化
財
」

予
約
締
切

迫
る

日
時　

11
月
28
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

忍
の
里
プ
ラ
ラ

　
　
　

※
申
込
不
要

当
日
は
市
史
第
六
巻
の
予
約
引
換

と
販
売
を
行
い
ま
す
。

市
史
第
六
巻
発
刊
記
念

講
演
会
開
催

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

☎
8
6
-8
0
7
5

 

8
6
-8
2
1
6

第
一
巻
に
続
き
2
巻
目
発
刊
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学 考 交流ぼう、 えよう、 しよう
忍の里プララおよびその周辺

　学んでいる人たちには「発表の場」として、また次世代を
担う子どもたちには「学ぶ場」として、異世代間の交流の中
から人と人との輪を広げ、生涯学習の振興をはかることを目
的として開催します。

●ファイル作り
●ステッカー作り
●英語で遊ぼう
●昔遊び
●プラネタリウム

●おもしろ科学実験
●妊婦・老人体験
●体力測定
●おはなしの世界

体験のコーナー

午前の部／10：30～　　午後の部／13：30～

■体験対象者／市内の小学生
■体 験 講 師／市内の高校生・専門学校生の皆さん
　　　　　　　シルバー人材センター会員の皆さん　
※コーナーによって受付（先着順）の必要なものがあります。

社会教育課 生涯学習係　☎ 86-8021　  86-8380
問い合わせ

甲賀市

エコフェスタ

　地球温暖化問題について家庭から取り組めることを、展示や工作
教室を通して広く市民の方に学んでいただく機会として開催します。

工作教室

・�親子でソーラーカーをつくって
走らせよう！
　※先着各20組（当日受付）
　①10:30～②13:30～　計40組
　　参加費1,000円(材料代)
・木工細工コーナー
・石ころ干支アート（材料代100円）

グリーン購入啓発リレー
「エコマークをさがせ」お買い物ゲーム

展示コーナー
・太陽光発電システム
・IHクッキングヒーター
・地球温暖化防止パネル
・ペレットストーブ
・やってみようグリーン購入
・廃食油からキャンドル
・生ごみからエネルギー
・電気のしくみ（体験コーナー）

我が家のエコ自慢募集
アサガオの種を進呈　　
   みんなの街にアサガオのわ！ 生活環境課 環境政策担当　☎ 65-0691　  63-4582

問い合わせ

地産地消コーナー
・�環境にやさしい農産物や特産物
の販売
　  薬草入クッキー、米粉パン
  　アイスクリーム、柿ジャム など

古着の回収・リサイクルフリーマーケットコーナー

同時
開催 11月21日土10:00〜

主催／甲賀市青少年育成市民会議

　11月1日から30日まで「青少年健全育成強調月間」が全国的に展開されます。甲賀市青少年育成市民会議においても、青少年
の健全育成と青少年をめぐる社会環境について理解と認識を深め、青少年育成活動のより一層の推進を図ることを目的として
開催します。

13：30～16：30 (13：00開場)
■内容　オープニング／子どもたちによる大正琴演奏／中学生意見発表／活動事例発表・甲南高等学校
　　　　講演会／鈴

すずき

木秀
しゅういち

一氏（水口小学校児童支援員） 
　　　　「いまどきの子どもたち　その傾向と心理　〜子育てにまつわる様々な背景を学ぶ〜」

甲賀市青少年育成市民会議事務局(社会教育課 青少年育成係)　☎ 86-8022　  86-8380
問い合わせ

甲賀市青少年健全育成市民大会
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守ろうよ  未来を見つめる  小さなひとみ

～11月は児童虐待防止推進月間～
平成21年度「児童虐待防止推進月間」標語

　子どもへの虐待は、子どもの心身の成長と人格の形成に
大きな影響を与え、子どもの人権を最も侵害するものです。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたり、「おかし
い」と感じたら、迷わず家庭児童相談室へ連絡（相談）してく
ださい。連絡した人のプライバシーは守られます。また、確
認の結果、虐待の事実がなくても責められることはありま
せん。子どもの立場を最優先に考え、地域のみんなで子ども
を守り育てましょう。

　保護者が18歳未満の子どもに行う次の行為をいいます。
●身体的虐待
　殴る、ける、やけどを負わせるなど
●ネグレクト（養育の放棄または怠慢）
　�食事を与えない、不潔なままで放っておく、医療受診をさ
せないなど
●心理的虐待
　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別など
●性的虐待
　性的行為の強要など

【子どもから】
●不自然なあざ・やけど・打撲
●極端にやせている、栄養失調状態
●衣服やからだが不潔
●無表情、大人を見るとおびえる
●落ち着きがなく乱暴、情緒不安定

【保護者から】
●�子どもの健康や安全への配慮がされていない
●衣類、寝具が不衛生
●�子どもを家に置いたままよく外出する
●イライラして、子どもに当たる
●地域との交流がなく、孤立している

　家庭児童相談室では、関係機関と連携をとりながら、児童
虐待のほか、非行、いじめ、不登校、しつけ、子育てに関する
ことなど、子どもとその家族に関する相談に応じています。

　　　　　　  家庭児童相談室（社会福祉課内）
☎65-0660　  63-4085
次の機関でも相談を受け付けています。
滋賀県中央子ども家庭相談センター
☎077-562-1121
（24時間対応相談電話） ☎077-562-8996

問い合わせ

子ども虐待のない社会をめざして
～オレンジリボン運動～
　オレンジリボン運動とは、「子ども虐待防
止」の象徴として、「オレンジリボン」を広め
る市民活動です。10月9日
にはオレンジリボン運動
キャラバン隊の皆さんが
市役所水口庁舎を訪れ、子
どもたちの明るい未来を
願いました。

児童虐待とは

見逃さないで「助けてサイン」

秋の火災予防運動
　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は

空
気
が
乾
燥
し
、ま
た
火

を
使
う
機
会
も
多
く
な

る
こ
と
か
ら
火
の
取
り

扱
い
に
は
い
つ
も
以
上

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
命
、財
産
を

守
る
た
め
に
こ
の
運
動

を
機
会
に
防
火
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

建
物
火
災
の
原
因

は
、こ
ん
ろ
、た
ば
こ
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
身

の
回
り
の
火
が
原
因
と

な
っ
た
火
災
が
約
4
割

を
占
め
ま
す
。

●
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず

火
を
消
し
て
い
ま
す

か
？

●
寝
た
ば
こ
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

●
暖
房
器
具
や
灯
油
容

器
は
、使
用
前
に
十
分

点
検
し
ま
し
た
か
？

　

建
物
火
災
の
多
く

は
、日
頃
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
掛
け
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。日
頃

か
ら
、何
が
火
災
に
つ

な
が
る
の
か
、ど
こ
が

危
険
な
の
か
、ま
た
何

に
注
意
す
れ
ば
い
い

の
か
を
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
い
、自
分
の
役

割
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
の
早
期
発
見
に

役
立
つ
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、新
築
住
宅
で

は
、平
成
18
年
6
月
1
日

か
ら
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、既
存
住
宅

も
平
成
23
年
6
月
1
日

ま
で
に
設
置
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
購
入
さ
れ

る
際
の
便
利
な
方
法
と

し
て
、地
域
や
職
場
で

の
ま
と
め
買
い「
共
同

購
入
」を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
共
同
購
入
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
は
、お
近

く
の
消
防
署
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

消
え
る
ま
で  

ゆ
っ
く
り
火
の
元  

　

に
ら
め
っ
子
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

11月9日～15日
我
が
家
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に

甲賀広域行政組合消防本部予防課	☎63-7932   63-7940
水口消防署	 ☎63-1119   63-7941
水口消防署土山分署	 ☎67-1199   67-1700

問い合わせ
甲南消防署	 ☎86-3119   86-0719
甲南消防署甲賀分署	☎88-7701   88-7702
信楽消防署	 ☎82-0119   82-3977

住
宅
用
火
災
警
報

器
で
早
期
発
見

2009.11.1�



　

ま
た
、同
ク
ラ
ブ
か
ら
は
９
月
に
、市
内

小
中
学
校
に
図
書
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
、

図
書
は
、各
学

校
で
の「
朝
読

書
」や「
読
み

聞
か
せ
」な
ど

様
々
な
読
書

活
動
に
活
用

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

盲導犬とともに
東海道をウォーク

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、地
域
の
方
ら
多
数
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。参
加
し
た
人
は
、

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
な
い
盲
導
犬
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ

ー
ク
リ
レ
ー

は
、今
月
23

日
に
東
京
日

本
橋
に
到
着

さ
れ
る
予
定

で
す
。

都
か
ら
東
京
ま
で
の
東
海
道

五
十
三
次
を
、盲
導
犬
使
用
者
が

歩
く
、「
東
海
道
五
十
三
次
盲
導
犬
使
用
者

ウ
ォ
ー
ク
リ
レ
ー
」が
行
わ
れ
、10
月
9

日
、10
日
市
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
リ
レ
ー
は
、全
日
本
盲

導
犬
使
用
者
の
会
発
足
15
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、同
月
2
日
に
京
都

市
の
三
条
大
橋
を
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
日
に
は
、市
役
所
水
口
庁
舎
で
出
発

式
が
行
わ
れ
、市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ス

タ
ー
ト
。途
中
、水
口
幼
稚
園
や
水
口
高

校
で
園
児
や
生
徒
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、土
山
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い

～
信
楽
陶
器
ま
つ
り
～

信
楽
焼
を
求
め

多
く
の
人
出
で
賑
わ
う

き
物
の
産
地
・
信
楽
で
、恒
例
の
陶
都
・
信
楽
ま
つ

り
2
0
0
9「
信
楽
陶
器
ま
つ
り
」が
10
月
10
日
か

ら
12
日
ま
で
の
3
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、信
楽
焼
が
普
段
よ
り
安
く
購
入
で
き
る
即

売
会
場
や
信
楽
焼
の

新
作
陶
器
が
発
表
さ

れ
る「
信
楽
陶
器
総
合

展
」会
場
な
ど
が
多
く

の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

特
に
今
年
は
秋
晴

れ
の
好
天
に
も
恵
ま

れ
た
こ
と
や
高
速
道

路
の
休
日
割
引
な
ど

の
効
果
も
あ
り
、例
年

以
上
に
遠
方
か
ら
も

多
く
の
方
が
来
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、県
立
陶
芸
の

森
で
開
催
の
新
作
陶

器
の
発
表
展「
信
楽
陶

器
総
合
展
」は
、11
月

15
日（
日
）ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

京

焼

行楽シーズン到来、
気持ちよく散策を

口
地
域
東
北
部
に
位
置
す
る
古

城
山
。甲
賀
市
街
は
も
ち
ろ
ん
、

鈴
鹿
の
山
並
み
か
ら
遠
く
は
伊
吹
山
ま

で
を
望
む
こ
と
が
で
き
、秋
に
は
散
策
に

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

10
月
７
日
、水
口
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、古
城
山
の
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、時
折
強
い
雨
風
が
伴
う
悪

条
件
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、手
際

よ
い
作
業
で
散
策
道
や
広
場
の
草
が
取

り
除
か
れ
、秋
を
満
喫
で
き
る
美
し
い
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

水

～東海道五十三次
盲導犬使用者ウォークリレー～

～水口ライオンズクラブ清掃奉仕活動～

▲�古城山内の道路を掃除する参加者の皆さん ▲�市役所を出発する盲導犬使用者の皆さん

▲�陶芸の森の「信楽陶器総合展」 ▲�多くの人が訪れた即売会場
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GENKI na MACHIKADO

体育館に響く
オペラの歌声

～本物の舞台芸術体験・朝宮小学校～

朝
宮
小
学
校
に
、10
月
13
日
、声
楽
芸
術
団
体「
関
西
二
期
会
」

が
来
校
、合
唱
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
二
期
会
は
、40
年
の
歴
史
が
あ
る
西
日
本
最
大
の
声
楽
家
団

体
で
、オ
ペ
ラ
公
演
や
舞
台
な
ど
で
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、体
育
館
に
同
校
と
多
羅
尾
小
学
校
児
童
、地
域
の
方
が

集
ま
り
、本
場
の
芸
術
を
楽
し
み
ま
し
た
。世
界
で
活
躍
さ
れ
る
本
物

の
オ
ペ
ラ
は
迫
力
満
点
、児
童
ら
は
会
場
に
響
き
渡
る
歌
声
に
聴
き

入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
か
ら
は
、こ
の
日
の
た

め
に
練
習
し
た
曲
を
関
西
二
期
会
の

皆
さ
ん
に
披
露
、そ
の
力
強
い
合
唱

に
、場
内
か
ら
は「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」の

声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。最
後
に
、

合
唱
の
共
演
も
実
現
、文
字
通
り
本

物
の
芸
術
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　地元信楽のまちの魅力を発信するために発足し
たグループ「信楽GIP」でいろんな活動を展開されて
いる武市智子さん。「信楽には地元のことを熱く語
る人が多い。そういった人たちで、地域の活性化に
つながることができれば」と、2年前の3月、武市さ
んが経営される飲食店のお客さんらとともに同グ
ループを発足されました。グループの活動の一つ、
地域のコミュニティづくりを目的に始まった手づ
くり市場「げなげな市」は大好評、月1回の開催日に
は多くの人が訪れ、まちの活性化に着実に効果が出
てきているようです。
　武市さんの以前からの構想は、定期観光バスの実
現。他県でバスガイドの経験もある武市さんは、「地
元が発信して地元がガイドすることにより、いろん
なところ、細かい魅力を知ってもらえることが定期
観光バスの素晴らしさ。」と実現に向けてモニター
ツアーなどを実施されてきました。中には失敗に終
わった企画もあるそうですが、「やる前にいろいろ
考えても100%のことはできません。何でもやって
みないと分からない部分がありますから。」と常に
前向きに取り組まれています。
　「信楽は、つくられた観光地ではなく、受け継がれ
てきた歴史、文化、産業などがそのまま残っていま
す。これらは真似できない、買えない、持ってこられ
ないものです。そういうものを大切にしていき、そ
してみんなに知ってもらいたいです。」と武市さん。
　これからももっとまちの魅力を発信し、そして地
域に貢献できる企業をめざしたいという武市さん
の活動は続
きます。

まちの魅力を知って伝えて
残したい

▲�多くの人が訪れるげなげな市

秋空の下、タスキつなぐ

～ 10時間＆5時間耐久リレーマラソン大会～

10
時
間（
5
時
間
）の
間
に
リ
レ
ー
形
式
で
走
っ
た
距
離
を

競
う
、く
す
り
の
町
甲
賀
10
時
間
＆
5
時
間
耐
久
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、甲
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
に
甲
賀
中
央
公

園
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
今
年
は
、ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ

ソ
ン
代
表
の
国く

に
ち
か近

友と
も
あ
き昭

さ
ん
を
迎

え
、全
国
各
地
か
ら
2
6
1
チ
ー
ム
、

1
，5
4
0
人
が
参
加
、爽
や
か
な
秋

空
の
下
、走
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
や
友
達
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽

し
く
走
る
チ
ー
ム
、仮
装
を
し
て
走
る

チ
ー
ム
、上
位
を
め
ざ
し
て
力
走
す
る

チ
ー
ム
な
ど
、多
彩
な
チ
ー
ム
が
沿
道

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
走
り
抜
き
ま

し
た
。

▲�チーム全員で喜びのゴール

▲�関西二期会と共演する朝宮小、
　多羅尾小の児童

　
武た

け

ち市　

智さ

と

こ子
さ
ん

（
信
楽
町
長
野
）
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水
口
町
春
日
の
県

道
拡
幅
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
で
平
安
時

代
の
緑り

ょ
く
ゆ
う釉
陶と

う
き器
の
窯

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

緑
釉
陶
器
は
緑
色
の

釉う
わ
ぐ
す
り薬
を
か
け
た
土
器

で
、当
時
の
都
や
役
所

な
ど
で
使
わ
れ
た
高
級
品
で
す
。京
都
、東

海
、滋
賀
地
域
が
主
な
生
産
地
で
、滋
賀
で

は
水
口
丘
陵
と
東
近
江
市
の
布
引
丘
陵
で

窯
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

見
つ
か
っ
た
窯
は
小
型
で
焼
成
室
に

分ぶ
ん
え
ん
こ
う

焔
溝
と
分ぶ

ん

焔え
ん
へ
き壁
が
あ
り
ま
し
た
。土
器

を
素
焼
き
し
た
後
、釉
薬
を
か
け
て
二
度

焼
き
す
る
た
め
の
窯
で
す
。燃
焼
室
と
焼

成
室
は
分
焔
溝
だ
け
で
つ
な
が
り
、焚
口

か
ら
焼
成
室
へ
人
の
出
入
り
は
出
来
ま
せ

ん
。分
焔

壁
の
上
に

窯よ
う
へ
き壁
片
を

敷
い
て
焼

成
室
の
床

を
作
り
、

製
品
を
並

べ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
構
造
の
緑
釉
陶
器
の
窯
は

珍
し
い
で
す
。日
野
町
の
作つ

く
り
や谷
窯
も
床
の

有
無
は
不
明
で
す
が
、同
じ
構
造
で
す
。水

口
丘
陵
上
の
緑
釉
陶
器
の
窯
に
共
通
す
る

特
徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、北
脇
遺
跡
で
緑
釉
陶
器
が
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
が
、お
そ
ら
く
春
日
北

遺
跡
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。生
産
地
と
消
費
地
の
関
係
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

９
月
22
日
に
は
現
地
説
明
会
が
行
わ

れ
、多
く
の
方
が
参
加
、注
目
度
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。な
お
、現
地
説
明
会
の

資
料
は
㈶
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
の

H
P
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shiga-bunkazai.jp/

dow
nload/shiryo.htm

l#koka

緑釉陶器の
生産地

～春日北遺跡～

水口地域包括支援センター
☎ 65-1170　  63-4591

問い合わせ

足腰をもっと丈夫にして
出かけましょう

土山・甲賀地域包括支援センター
☎ 88-8136　  88-6557

甲南・信楽地域包括支援センター
☎ 86-8034　  86-5974

足腰の衰えは高齢者が要介護状態になる大きな要因です。活発にからだを動かせば、高齢
者であっても運動器の機能は向上しますが、“歩く”などの有酸素運動だけでは十分な効果
は望めません。あわせて筋力アップの運動を行いましょう。

●筋力を使う運動
　�　筋肉と骨に負担をかけて筋力をアップし骨を丈夫
にします。

●有酸素運動
　�　息を止めないで行う運動で心肺機能を向上させます。
ウォーキング、水泳、ラジオ体操などがあります。

筋力アップと有酸素運動をあわせて行いましょう

足腰を鍛えるための簡単筋力アップ運動　　　引用・参考文献：介護予防筋力トレーニング指導者研修マニュアル

いすの背につかまり立ち、そ
の状態から片方の足を横・後

ろに上げます。

注）耳・肩・お尻・片方の膝を一直線に

する。

1 足を肩幅程度に開き、膝をゆ
っくり曲げます。

注）つま先を少し外側に向け膝がつま先
より前に出ない。前に体を倒さずに、腰
を落とす。膝はあまり深く曲げない（60
度程度）

210回3回
上げた状態で
5秒間

▲�窯の全景

▲�現地説明会の様子

※支える椅子は安定したものをご使用ください。

歴
史
文
化
財
課　

埋
蔵
文
化
財
係

☎
8
6-

8
0
2
6　

 

8
6-

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
の

　
　

文
化
財

40

介 護
予 防
はじめま

しょう
を
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～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発

　甲賀地域や甲南地域で「ズニン」などと呼ばれる青

灰色の粘土層から、貝の化石を見つけたことがある

方もおられるのではないでしょうか。その中には、大

型でふくらみの大きい二枚貝もよく見つかります。

　この貝は、甲賀地域や甲南地域付近の古琵琶湖層

群だけにしかみられない絶滅した貝で、ムカシフク

レドブガイと呼ばれています。

　この貝の化石は江戸時代から知られていたようで

す。享和元年（1801年）に出版された木
きう ち

内石
せきてい

亭の「雲
うん

根
こん

志
し

」という本には、甲賀町神保、隠岐、甲南町稗谷から

赤貝が多産すると書かれていますが、おそらくこの

ムカシフクレドブガイの化石のことでしょう。

　ムカシフクレドブガイは殻の表面に褶
ひだ

があり、軟

らかい泥への沈み込みを和らげるはたらきをしたと

思われます。甲賀地域や甲南地域の付近に琵琶湖の

もとになる湖があった290万年～250万年前、深い湖

の底でムカシフクレドブガイが生息していたのでし

ょう。

　さて11月になると、茂っていた草も少なくなり、ガ

ケや河原の地層を観察しやすくなります。地層や化

石を調べるにはよい時期となります。

2日㈪、4日㈬、9日㈪、16日㈪、24日㈫、30日㈪
11月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

甲賀市だけで見つかる
貝化石

第9回

◀�ムカシフクレドブガイ化石

 農業振興課　鳥獣害対策係　☎ 65-0734　  63-4592問い合わせ

●
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　

県
で
は
11
月
15
日
か
ら
翌

年
2
月
15
日（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

限
っ
て
は
3
月
15
日
）ま
で
狩

猟
期
間
と
な
り
ま
す
。入
猟
に

あ
た
っ
て
狩
猟
者
に
対
し
て
徹

底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
も
狩
猟
者
に
分
か
り
や
す
い

服
装
で
山
に
入
る
な
ど
、十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

狩
猟
免
許
取
得
支
援
補
助

事
業

　

市
で
は
狩
猟
免
許
取
得
に
対

す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

新
規（
更
新
を
除
く
）に
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
人

条
件　

1
人
1
回
限
り
。申
請

は
当
該
年
度
の
試
験
に
限
る
。

ま
た
、2
種
類
以
上
の
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
場
合
は
、1
種

類
の
み
と
す
る
。

受
付
期
間　

11
月
中

※
補
助
額
、提
出
書
類
等
詳
細

に
つ
い
て
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
冬
期
に
お
け
る
野
生
獣
へ
の

「
餌
付
け
」に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

野
生
獣
を
農
地
に
引
き
寄
せ

な
い
た
め
に
は
、そ
の
原
因
と

な
る
エ
サ
場
を
作
ら
な
い
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、山
に
エ
サ
が
少
な
く

な
る
冬
期
は
、そ
の
対
策
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
、野
生
獣
は

集
落
付
近
の
水
田
に
出
没
し
、

落
穂
や
雑
草
な
ど
の「
エ
サ
」を

食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ

れ
が
無
意
識
の
う
ち
に「
餌
付

け
」と
な
り
、冬
場
が
過
ぎ
て

も
、そ
の
場
に
は「
エ
サ
」が
あ

る
と
認
識
し
、１
年
を
通
し
て

被
害
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
無
意
識
の「
餌
付

け
」を
防
ぐ
た
め
、水
田
の
秋
耕

起
や
冬
期
に
お
け
る
雑
草
管
理

等
に
努
め
て
い
た
だ
き
、集
落

付
近
に
近
づ
け
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

今回は冬期の鳥獣害対策についてご紹介
します。鳥獣害対策ニュース 21No.
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こ 特 派 員 の ペ ー
う か ま ち か ど

ジ
こうか
まちかど特派員

峯
み ね

　久
ひ さ え

恵

ラ
ン
チ
と
ド
リ
ン
ク
、

子
育
て
マ
マ
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス

　

4
年
前
に
「
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
場
を
提
供
し
た
い
」
と

の
思
い
で
活
動
が
始
ま
っ
た
ア
プ

リ
コ
ッ
ト
。
以
前
は
市
の
市
民
活

動
支
援
補
助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、

同
地
域
内
の
施
設
を
借
り
て
「
子

育
て
広
場
」
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
3
月
に
空
き
店
舗
を

改
装
し
、
現
在
の
場
所
に
移
り
、

4
月
か
ら
新
た
に
カ
フ
ェ
も
加
わ

り
ま
し
た
。

　

中
に
入
る
と
木
の
香
り
が
漂
い

優
し
い
雰
囲
気
。
外
出
が
難
し
い

子
ど
も
連
れ
で
も
、
い
つ
も
と
は

違
う
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
で
親
も
子

も
気
分
転
換
で
き
ま
す
。
店
内
に

は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
公
民

館
の
チ
ラ
シ
も
置
い
て
あ
り
、
市

内
の
「
子
育
て
情
報
」
も
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
に
な
っ
た
方
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、

「
小
さ
い
子
ど
も
が
い
て
も
く
つ
ろ

げ
ま
す
ね
」

「
異
年
齢
交
流
が
う
れ
し
い
で
す
」

「
友
達
同
士
で
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ

り
で
き
ま
し
た
」

と
喜
ば
れ
て
ま
す
。
カ
フ
ェ
が
始

ま
っ
て
か
ら
は
、
以
前
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
る
顔
な
じ
み
の
方
だ
け

で
な
く
、
初
め
て
の
方
も
多
く
来

ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
一

人
で
の
ご
利
用
も
大
歓
迎
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
先
輩
マ
マ
。

子
育
て
の
こ
と
何
で
も
お
し
ゃ
べ

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

　
「
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
子
育
て
世

代
の
憩
い
の
場
に
し
た
い
」
と
ス

タ
ッ
フ
一
同
の
願
い
の
こ
も
っ
た

場
所
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
「
親
子
の
居
場
所
」
の
維
持
、
運

営
の
た
め
に
、
ド
リ
ン
ク
や
ラ
ン

チ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

水
口
町
本
町
に
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ　

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
」。
誰
で
も
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
お
茶
や
ラ
ン
チ
が
で
き
る
カ
フ
ェ
と
し
て
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
お

母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
非
営
利
団
体
「
育
児
ひ
ろ
ば
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
」
が
運
営
し
て
お
り
、
私
も
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
、
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
活
動
や
カ
フ
ェ
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

水口町本町1-5-31
月・火・木・金・第3土曜OPEN
■10時30分〜15時30分
■ランチ11時30分〜13時
定休日／水・土・日・祝
 T E L ／64-0416
●日々の様子をブログで更新しています
　http://apricot.shiga-saku.net/

コミュニティカフェ  アプリコット
（運営：非営利団体 育児ひろば アプリコット）

▲手作り雑貨の販売や子育て
　に関する書籍も展示

▲子育て情報をはじめと
　する情報コーナー

カフェでは子育て談議に花

▲

▲子どもたちの遊びの場カフェ内の「キッズスペース」

2009.11.1 14



11月8日は「いい歯の日」
　健康長寿のためには、歯と口の健康を守ることが必要です。歯の少ない人
は老化が早いといわれています。虫歯や歯周病のために、高齢になるほど自
分の歯が少なくなる傾向にあります。歯を1本失うと、かむ力は半分になると
いわれています。食べ物をよくかめないと、栄養バランスが崩れて筋力や骨
密度が低下し、脳への刺激も減り、認知症を招くなど、生活の質が低下してし
まいます。

か

か か

か
か

か
か

保健介護課　健康支援担当　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

よくかんで食べましょう
　よくかんで食べることには8つの効能があります。特に子どもの成育や高
齢者の健康維持には大切です。
　私たちが日常口にする食べ物は、小さく、甘く、やわらかい物が増えて、かむ
回数が少なくなっているといわれます。またテレビを見ながらなど、食事に集
中しないことがかむ回数を減らしてしまうこともあります。かみにくいから
とお茶などで食べ物を流し込んでしまうことはありませんか？
　●食材を少し大きめに切って使いましょう
　●食事を楽しんで食べましょう
　●お茶などで流し込まないようにしましょう

かかりつけ医を持ちましょう
　歯と口の健康を守るためには、自覚
症状がなくても定期的に歯科医で口の
中のチェックをしてもらうことが大切
です。40歳以上であれば市の歯周疾患
検診を受けることができます。上手に
利用しましょう。（詳細は検診カレン
ダー17ページをご覧ください。）

　

社
会
保
険
庁
で
は
、11
月
を「
ね
ん
き
ん
月

間
」と
し
、皆
さ
ん
に
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も

の
と
考
え
、公
的
年
金
制
度
の
理
解
と
信
頼
を

深
め
て
い
た
だ
く
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、公
的
年
金
は
、高
齢
者
世
帯
の
所
得
の

約
70
%
を
占
め
て
い
ま
す
。生
涯
に
わ
た
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
年
金
は
、老
後

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、年
金
に
は
、将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
だ
け
で
な
く
、不
慮
の
事
故
や
病
気
で

一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る
障
害
基
礎
年
金
、不
幸
に
も
妻
と
小
さ
な

子
ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
保
険

料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、経

済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、申
請
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、草
津
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間

11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

一人で悩まないで相談を

相談専用ダイヤル　65-0751
開設日時　毎週月・水・金曜日（祝祭日、年末年始除く）９時～16時

人権推進課　☎ 65-0695　  63-4582
問い合わせ

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課　

国
保
年
金
係

☎
6
5
-0
6
8
8　

 

6
3
-4
6
1
8

草
津
社
会
保
険
事
務
所　

国
民
年
金
業
務
課

☎
0
7
7
-5
6
7
-2
2
2
0

年
金
給
付
課

☎
0
7
7
-5
6
7
-1
3
1
1

 

0
7
7
-5
6
2
-9
6
3
8

　ドメスティック・バイオレンス（DV、配偶者等からの
暴力）、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為などの女性に対する暴力は、女性の人権を
著しく侵害するものです。
　あらゆる暴力は、どのような理由があっても、たとえ
親しい間柄であっても、決して許されるものではありま
せん。
　女性に対する暴力について考え、暴力のない社会をつ
くっていきましょう。
　市では『甲賀市男女の悩みごと相談窓口』を設置して、
専任の女性相談員が応じています。DVや男女間のトラ
ブル、家庭や地域、職場での人間関係など、悩みや不安を
抱えてお困りの方は、一人で悩まずお気軽にお電話くだ
さい。

※相談は無料で、個人のプライバシーは堅く守られます。
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前
立
腺
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

対
象
者　
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
男

性
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

検
診
方
法　
問
診
・
血
液
検
査
（
P
S
A

検
査
）

受
診
料　
１
、０
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
）

申
込　
11
月
13
日（
金
）〜
25
日（
水
）に
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
受
診
希
望
病
院
を
お
伝

え
の
う
え
、
受
診
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

実
施
期
間　
12
月
１
日（
火
）〜
26
日（
土
）

※
実
施
医
療
機
関
は
健
診
（
検
診
）
カ
レ
ン

ダ
ー
の
21
、
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
の
新
た

な
買
取
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
11
月
１
日
か
ら
「
太
陽
光
発
電
の
新
た

な
買
取
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
で
作
ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、
余
っ

た
電
力
を
、
こ
れ
ま
で
の
倍
程
度
の
価
格

で
あ
る
48
円
／
k
W
ｈ
で
電
力
会
社
へ
売

却
で
き
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
H
P

http://w
w
w
.enecho.m

eti.go.jp/
kaitori/index.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

☎ 

０
３
ー
3
5
0
1
ー
1
5
1
1

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
9
2　

 

６
３
ー
4
5
8
2

相
談
員　
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

 

社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

６
２
ー
8
0
8
5　

 

６
３
ー
2
0
2
1

社
会
福
祉
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
0　

 

６
３
ー
4
0
8
5

建
設
業
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
電
子
納
品
等
の
講
習
会

日
時　
11
月
30
日（
月
）13
時
〜
17
時

12
月
１
日（
火
）・
２
日（
水
）９
時
〜
16
時

場
所　
水
口
商
工
会
館

内
容　
建
設
業
向
け
の
各
種
申
請
書
類

作
成
や
電
子
納
品
に
お
け
る
写
真
管
理
、

工
事
完
成
図
書
に
つ
い
て
の
講
習

対
象
者　
パ
ソ
コ
ン
に
多
少
経
験
の
あ

る
方

受
講
料　
３
、０
０
０
円

申
込　
11
月
16
日（
月
）ま
で
に
受
講
料
を

添
え
て
市
内
商
工
会
ま
で
。（
先
着
10
名
）

 

土
山
町
商
工
会

☎ 

６
６
ー
0
3
5
4　

 

６
６
ー
0
9
9
4

司
法
書
士
巡
回
無
料
法
律
相
談

日
時　
11
月
15
日（
日
）　
12
時
〜
16
時

場
所　
森
林
文
化
ホ
ー
ル

内
容　
不
動
産
や
会
社
の
登
記
、
相
続

や
遺
言
、
成
年
後
見
人
制
度
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
返
済
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

※
事
前
予
約
不
要

 

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会
事
務
局

☎ 

０
７
４
９
ー
４
８
ー
７
４
４
4

お　

知　

ら　

せ

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

（
雇
用
、賃
金
等
）相
談

日
時　
11
月
11
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込　
要
予
約
（
電
話
で
予
約
受
付
）

※
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

 
 

商
工
観
光
課　

☎ 

６
５
ー
0
7
1
0　

 

６
３
ー
4
0
8
7

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

日
時　
11
月
11
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

場
所　
（
社
）水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

定
員　
予
約
制
で
先
着
６
名（
１
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

 
 

水
口
納
税
協
会

☎ 

６
２
ー
1
1
5
1　

 

６
３
ー
0
1
7
3

法
律
相
談

日
時　
11
月
19
日（
木
）13
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
甲
南
庁
舎

※
11
月
５
日（
木
）か
ら
予
約
受
付

日
時　
11
月
26
日（
木
）13
時
〜
16
時

場
所　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
11
月
12
日（
木
）か
ら
予
約
受
付

※
予
約
制
で
先
着
６
名
（
１
人
30
分
）

予
約
先　
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

６
２
ー
8
0
8
5

甲
賀
支
所　

自
動
交
付
機
な
ど
の

稼
動
停
止
の
お
知
ら
せ

　
11
月
７
日（
土
）６
時
30
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
、
電
気
設
備
の
点
検
の
た
め
停
電

と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
自
動
交
付
機
や

発
券
機
が
停
止
し
ま
す
の
で
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
く
み
と
り
券
な
ど
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

甲
賀
支
所

☎ 

８
８
ー
4
1
0
1　

 

８
８
ー
3
1
0
4

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権

（
特
許
・
実
用
新
案
・
商
標
等
）相

談
会

日
時　
11
月
25
日（
水
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　
甲
賀
町
商
工
会
（
原
則
予
約
制
）

 
 

水
口
町
商
工
会

☎ 

６
２
ー
1
6
7
6　

 

６
３
ー
1
0
5
2

日時　平成22年１月10日（日）
　　　受付：13時30分～
場所　記念式典・記念イベント
　　　あいこうか市民ホール
　　　新成人の集い：各町分散開催　　
　　　（詳細は決定次第お知らせします。）
※�対象生年月日（平成元年4月2日〜平成2年
4月1日生まれ）該当の方であればどなた
でも参加できます。（市内在住の有無を問
いません。）
 社会教育課

☎ 86-8022　  86-8380

成人式平成22年（2010年）
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み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
６
７
１
２　

 

６
３
ー
０
４
６
６

1夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

レ
オ
ニ
ス
～
星
に
願
い
を
～

日
時　
11
月
14
日（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込　
電
話
に
て
左
記
ま
で（
先
着
25
名
）

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
有

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

第
29
回
か
え
で
文
化
祭

日
時　
11
月
14
日（
土
）９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
15
日（
日
）９
時
〜
15
時

場
所　
か
え
で
会
館

内
容　

作
品
展
示
（
押
し
花
・
書
道
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
写
真
・

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
）

模
擬
店
（
15
日
11
時
〜
完
売
ま
で
）

 

か
え
で
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
か
え
で
会
館
）

☎ 

８
６
ー
4
3
6
3　

 

８
６
ー
4
9
5
8ー

シ
ル
バ
ー
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

日
時　
11
月
19
日（
木
）11
時
〜
16
時

場
所　
さ
き
ら
栗
東
屋
外
ス
ペ
ー
ス

内
容　
コ
マ
回
し
や
メ
ン
コ
お
手
玉
な

ど
の
昔
遊
び
、
動
物
風
船
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど

賀
流
つ
な
が
り
の
術
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
佐さ
と
う藤
伸の
ぶ

隆た
か

さ
ん

（
滋
賀
県
短
期
大
学
准
教
授
）

 

社
会
福
祉
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
0　

 

６
３
ー
4
0
8
5

社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

６
５
ー
6
3
7
0　

 

６
３
ー
4
8
2
3

甲
賀
市
介
護
者
の
つ
ど
い

日
時　
11
月
24
日（
火
）11
時
〜
14
時
30
分

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
佐
山
荘

内
容　
介
護
体
験
発
表
、
お
楽
し
み
演

芸
会
な
ど

参
加
費　
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
締
切　
11
月
16
日（
月
）

※
送
迎
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
申
込

時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
 

甲
賀
市
介
護
者
の
会
事
務
局（
甲
賀

市
社
協
）

☎ 

６
２
ー
8
0
8
5　

 

６
３
ー
2
0
2
1

ま
た
は
、各
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

し
ぜ
ん
学
習
会

「
野
洲
川
で
化
石
を
探
そ
う
」

日
時　
11
月
23
日（
月・祝
）

９
時
〜
12
時
30
分

集
合
・
解
散　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

自
然
館

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

対
象　
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

申
込
締
切　
11
月
22
日（
日
）

申
込
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住

所
・
年
齢
か
学
年
・
電
話
番
号
を
下
記
ま
で

信
楽
中
学
校
室
内
温
水
プ
ー
ル

冬
期
営
業
休
止
の
お
知
ら
せ

　
12
月
１
日（
火
）〜�

２
月
28
日（
日
）の
期

間
、
施
設
点
検
等
の
実
施
の
た
め
、
営
業

休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
通
常
ど

お
り
行
い
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎ 

８
６
ー
8
0
2
3　

 
８
６
ー
8
3
8
0

催　
　
　
　
　

し

三
雲
養
護
学
校
学
習
発
表
会

日
時　
11
月
13
日（
金
）・
14
日（
土
）

９
時
45
分
〜

場
所　
三
雲
養
護
学
校

内
容　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示

 

三
雲
養
護
学
校

�

☎ 

７
２
ー
4
0
1
1　

 

７
２
ー
5
5
4
7

で
愛　

ふ
れ
愛　

つ
な
が
り
愛

甲
賀
市
地
域
福
祉
大
会

日
時　
11
月
22
日（
日
）９
時
〜
14
時
30
分

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ
（
入
場
無
料
）

内
容　
基
調
講
演
「
孤
独
死
ゼ
ロ
作
戦
」
か

ら
学
ぶ
〜「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
知
る
〜

講
師
：
中な
か
ざ
わ沢
卓た
く

美み

さ
ん
（
千
葉
県
松
戸

市
常
盤
平
団
地
自
治
連
合
会
会
長
）

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
「
ほ
っ
と
け
へ
ん
！
甲

参
加　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
社
）滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

☎ 

0
7
7
ー
5
2
5
ー
4
1
2
8

　

 

0
7
7
ー
5
2
7
ー
9
4
9
0

信
楽
伝
統
産
業
会
館
企
画
展

●
信
楽
焼（
県・市
）指
定
無
形
文
化
財
展

期
間　
11
月
７
日（
土
）〜
12
月
７
日（
月
）

場
所　
信
楽
伝
統
産
業
会
館
総
合
資
料
室

※
入
館
無
料

 

信
楽
伝
統
産
業
会
館

☎ 

８
２
ー
２
３
４
５　

 

８
２
ー
２
５
５
１

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

甲賀市民スタジアム

●
11
月
の
催
し

多目的グラウンド
1日（日）

甲賀シニアベースボールリーグ

7日（土）

第13回西日本軟式野球選手権大会

20・21日（金・土）

近畿官庁野球大会

※�時間は変更される場合があるため掲載
していません

3日（火・祝）
秋季高体連（サッカー・準々決勝）

7・8日（土・日）
県クラブ新人戦（中学生・サッカー）

14日（土）
キッズフェスティバル（U-10・サッカー）

15日（日）
県クラブ新人戦（中学生・サッカー）

17日（火）
老人クラブ連合会水口支部ゲートボール大会

21日（土）
甲賀市ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会

29日（日）
甲賀トレセン少年サッカー交流試合
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※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 
 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
8
6　

 

６
３
ー
4
5
8
2

●
油
日
駅
前
駐
車
場
（
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）�　
３
、０
０
０
円
／
月

 
 

油
日
駅
を
守
る
会

☎ 

８
８
ー
5
8
7
9

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場
（
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

自
転
車　
１
、５
０
０
円
／
月

原
付　
　
１
、８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場☎ 

８
６
ー
0
5
9
0

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
〜
９
時
15
分
、

13
時
〜
14
時
、
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

び
わ
湖
水
源
の
森
づ
く
り
活
動
イ
ベ
ン
ト

里
山
の
秋
を
楽
し
も
う
！

～
広
葉
樹
植
樹
参
加
者
募
集
～

日
時　
11
月
15
日（
日
）９
時
〜
15
時

場
所　
今
郷
公
民
館
お
よ
び
周
辺
里
山

内
容　
広
葉
樹
植
樹
、
地
元
野
菜
の
大

鍋
料
理
、
薪
割
り
体
験
、
野
菜
直
売
な
ど

 

こ
な
ん
の
森
・
木
の
家
ね
っ
と
事
務
局

☎ 

６
３
ー
1
0
4
3　

 

６
３
ー
5
5
1
0

杣
川
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク
リ
ー
ン
作

戦
参
加
者
募
集

日
時　
11
月
22
日（
日
）９
時
〜
13
時
頃

集
合
場
所　
市
役
所
甲
南
庁
舎
正
面
玄

関
前
（
９
時
集
合
）

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

ジ
ル
の
格
技
）
や
、
自
転
車
競
技
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
、
作
業
所
や
各
種
団

体
の
食
べ
物
や
作
品
な
ど
の
出
店

〈
ホ
ー
ル
〉
午
前
：
記
念
式
典
、
10
年
の

あ
ゆ
み
の
紹
介
／
午
後
：
村
﨑
太
郎
さ

ん
と
お
サ
ル
の
次
郎
さ
ん
に
よ
る
、
猿
回

し
の
披
露
、
猿
回
し
に
か
け
る
想
い
の
お

話
（
手
話
通
訳
・
外
国
語
ガ
イ
ド
有
）

※
入
場
無
料

 

あ
す
ぱ
る
甲
賀（
甲
賀
・
湖
南
人
権
セ

ン
タ
ー
）

第
40
回
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
誓

い
の
集
い

日
時　
11
月
15
日（
日
）13
時
30
分
〜

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
交
通
安
全
関
係
表
彰
式
、
警
察

音
楽
隊
演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

 

甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会（
甲
賀
警
察

署
内
）

☎ 

／
 

６
３
ー
5
6
7
1

募　
　
　
　

集

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
11
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

使
用
開
始
日　
12
月
１
日（
火
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　
８
区
画
（
う
ち
軽

自
動
車
３
区
画
）�

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
１
区
画

３
、０
０
０
円
／
月

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
を
歩
こ
う

「
地
層
か
ら
大
昔
を
さ
ぐ
る
」

日
時　
11
月
１
日（
日
）14
時
〜
１
時
間
程
度

集
合　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

内
容　
子
ど
も
の
森
園
内
を
職
員
が
案
内

し
ま
す
。

※
事
前
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
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６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

1水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
甲
賀
の
モ
ノ
と
暮
ら
し
①

－

か
ん
ぴ
ょ
う
を
中
心
と
し
た
畑
作
の
農
具

－

」

日
時　

11
月
７
日（
土
）〜
12
月
23
日

（
水・祝
）　
10
時
〜
17
時

場
所　
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
２
階
第

３
展
示
室

休
館
日　
木
・
金
曜
日

入
館
料　
１
５
０
円
（
小
中
学
生
80
円
）

水
口
城
資
料
館
と
の
共
通
券
あ
り

※
関
西
文
化
の
日
（
11
月
14
日（
土
）・15

日（
日
）は
無
料
）

 

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎ 

６
２
ー
7
1
4
1　

 

６
３
ー
4
7
3
7

あ
す
ぱ
る
甲
賀
10
周
年
ま
つ
り

（
社
団
法
人
甲
賀
・
湖
南
人
権
セ
ン
タ
ー

10
周
年
記
念
事
業
）

日
時　
11
月
21
日（
土
）９
時
30
分
〜
15
時

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
〈
ロ
ビ
ー
〉
カ
ポ
エ
イ
ラ
（
ブ
ラ

申
込　
電
話
に
て
左
記
ま
で

参
加
費　
５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
代
）

そ
の
他　
飲
み
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
袋
・
軍
手
・
火
バ
サ
ミ
等
は
準
備

し
ま
す
。

主
催　
杣
川
と
親
し
む
会

 
 

甲
賀
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
課

☎ 

６
３
ー
6
1
6
1　

 

６
３
ー
1
5
0
4

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
講
習
会

受
講
者
募
集

日
時　
11
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

内
容　
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
の
作
成

費
用　
無
料

対
象　
甲
賀
市
、
湖
南
市
に
お
住
ま
い

の
方
、
ワ
ー
ド
で
文
字
入
力
で
き
る
方

定
員　
10
名（
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
優
先
）

申
込
締
切　
11
月
20
日（
金
）

 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

☎ 

６
５
ー
4
6
4
1　

 

６
５
ー
4
6
4
2

一
緒
に
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

～
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
～

　
12
月
６
日（
日
）開
催
の
国
際
交
流
フ
ェ

ス
タ
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
運
営
ス
タ
ッ
フ
事
前
会
議

日
時　
11
月
12
日（
木
）19
時
30
分
〜

場
所　
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

６
３
ー
8
7
2
8
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『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （－  5）32,341

総　数 （－64）95,450 人

男 （－53）47,223 人

女 （－11）48,227 人

世帯

H21.9.30現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　朝宮小学校で行われた本物の舞台芸術体験では、オペ
ラの名曲の数々が披露されました。今までほとんど聴く
機会のなかったオペラですが、人間ここまで大きな声が
出るものなのか、と思うくらいの圧倒的な迫力でした。

　また、この日は童謡のメドレーもありました。久しぶりにじっくり
と聴いた赤とんぼ、子どものころ知らないうちに何となく覚えていた
歌ですが、こんなに心に染みるいい歌だったとは知りませんでした。
　童謡は流行の歌のような凝ったつくりではありませんが、分かりや
すく歌いやすいという魅力があります。季節の風物を多く取り入れ、
日本独自の文化や時代背景の中で生まれた哀愁度満点の歌詞、旋律は
他にはないものです。
　深まり行く秋、心あたたまる童謡をじっくり聴く、というのも秋の
楽しみ方の一つです。ち

　
　民　

翔
志
さ
ん

「
楽
し
い
ち
き
ゅ
う
ま
わ
り
」

た
み　
　

し
ょ
う
じ

土
山
小
学
校　

３
年

「
小
さ
い
小
鳥
さ
ん
」

大
野
小
学
校　

３
年

よ
し  

だ 　
　

り
ゅ
う
と

　
　谷

村　

海
優
さ
ん
（
５
歳
）

「
た
の
し
か
っ
た　

つ
な
ひ
き
」

た
に
む
ら　

  　

み 

ゆ
う

土
山
に
こ
に
こ
園
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